
第１８回信濃川中流域水環境改善検討協議会での質問・意見等について

１． 平成 13 年から実施した試験放流について （別紙１）

２． 信濃川と魚野川の流況について （別紙２）

３． 信濃川（減水区間）での出水状況について（平成 15 年～平成 19 年）（別紙３）

４． 提言に関する意見 （別紙４－１，４－２）

資料１



別紙－１

■平成 13 年から実施した試験放流について



別紙－２

■信濃川と魚野川の流況について

岩沢地点と堀之内地点における、平成 18 年度の日平均流量を以下に示す。

信濃川本川での取水により、平常時は堀之内地点の流量の方が多いが、出水時には岩沢地点で

の流量が上回る傾向にある。両地点とも、出水ピークはほぼ同時期である。

また、岩沢地点では 3月下旬～5月までの融雪期においては、堀之内地点に類似した自然流況

下にあると考えられるが、6月以降ではダム取水の影響により、出水時以外は流量の平準化が確

認できる。
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図 岩沢（信濃川）、堀之内（魚野川）における日平均流量（平成 18 年）

上段：フルスケール、下段：～1000m3/s まで



別紙－２

平成 6年～15 年までの流量データより整理された流況表を以下に示す。

最大流量については本川である岩沢地点の方が多くなっているが、平時の流量を表現する豊水

～渇水流量は堀之内地点の方が多くなっている。

表 岩沢（信濃川）、堀之内（魚野川）における流況（H6～H15） （単位：m3/s）

岩沢 堀之内

最大 最小 平均 最大 最小 平均

最大流量 4077.36 1509.74 2707.37 2551.43 748.27 1218.10

豊水流量 136.27 38.29 82.97 213.60 137.46 183.91

平水流量 45.40 22.66 34.72 128.75 89.49 114.44

低水流量 28.05 14.06 22.16 88.37 61.95 81.60

渇水流量 16.80 11.87 14.24 65.19 46.58 55.70

最小流量 14.02 9.71 11.92 51.09 25.88 37.22

年平均流量 151.75 45.62 102.63 168.06 123.06 155.76

出典：信濃川河川事務所資料 H6～H15

豊水流量：1年を通じで 95 日はこれを下回らない流量

平水流量：1年を通じで 185 日はこれを下回らない流量

低水流量：1年を通じで 275 日はこれを下回らない流量

渇水流量：1年を通じで 355 日はこれを下回らない流量
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別紙－３

■信濃川（減水区間）での出水状況について（平成15年～平成19年）

十日町（姿）流量（平成15年）
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別紙－３

十日町（姿）流量（平成15年）
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別紙４－１

■提言に関する意見

（１）減水区間で確保するべき流量について

① 今回の水量は魚が何とか生きていけるという水量であり、魚が増えて長野県

まで上っていくことを見定める必要がある。

② 今回の 20m3/s、40m3/s という数字は最低限の流量であり、今後きちんとモ

ニタリングしていく必要がある。

③ モニタリングについては「望ましい」という曖昧な表現ではなく、実施する

ことを明言するべき

④ これからどのようなモニタリングを行うかを明らかにするべき

⑤ モニタリングは長期間ではなく、5年程度を目途に実施するべき

⑥ 取水がされていないときのデータも必要

（２）魚道等の改善について

・魚道の改善に併せて迷入防止策についての検討が必要

（３）その他

・カヌーなど人間の河川利用についても把握するべき



信濃川　調査二課
タイプライターテキスト

信濃川　調査二課
タイプライターテキスト
別紙４－２


